
➢ ミャンマー人にとって馴染みがあり、かつ児童の発達段階に応じた活動の提供や、課題をうまく達成出来ない児童への対応方法等の指導書へ
の記載により、これまで体育の授業を行ったことがない教師でも指導が出来るようなった。

➢ 現職教員向け新カリキュラム導入研修の実施教員研修に体育のデモンストレーション演習を含めることで、これまで体育の授業を行ったことが
なく、また自身も小学生の頃に体育の授業を経験していない教師の指導能力が向上した。

❸スポーツへのアクセス向上～普及・強化～

マダガスカル「女子ラグビーへの協力支援」 2017年9月～継続中（２０２３年９月現在）

写真

ホワイトボードで戦術の説明をする隊員

背景/課題

マダガスカルでは、ラグビーは男女が共に参加できる人気のチームスポーツである。マダガスカル
ラグビー連盟は、ラグビーを心身ともに健全な青少年育成や社会活動への参加促進の枠組みと位
置づけ、普及・拡大に努めている。特に、若年層への普及を目指して代表チームの指導に力をいれ
ており、2017年9月に初代ラグビー隊員が派遣され、女子7人制代表を中心に支援し、ラグビー
の普及に貢献している。これまで、長期2名、短期6名の隊員が派遣され、活躍している。

目的

➢ 女子ラグビー代表チームの支援を通して、女性が輝く世界の実現を目指す。
➢ ラグビーを通した人材育成を目的に、競技の普及と競技人口の拡大に貢献する。

活動内容

➢ 女子7人制ラグビー代表チームへの指導
➢ 地域のラグビースクールでの指導および地方巡回指導を通したラグビーの普及活動
➢ 青年層チームへの指導を通した社会的規律等の指導

成果

➢ 女子7人制ラグビー代表の国際大会での成績が向上！2019年東京2020オリンピック・アフリカ予選3位、2022年女子7人
制ラグビーワールドカップ出場（マダガスカル初の団体競技での世界大会出場と初勝利）、2023年インド洋島嶼国スポーツ大
会優勝！

➢ 地域クラブや地方4県への巡回指導によりラグビーの普及に貢献している。
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